




○

　　 (0.6)

 　上層階

　特　定　の　施　設

・　　1.0 ・　　0.6・　　1.5 ・　　1.0

　　　0.4

　一般機器　重要機器

屋上及び塔屋

　一　般　の　施　設

タ　　　　ン　　　　ク

　一般機器

　設置場所

・　　1.0 ・　　1.0

 　地下階

　　 (1.0)

・　　0.6・　　1.5

　　　0.6

・　　1.0・　　1.5・　　1.5

　重要機器

　１階及び

 　中間階

・　

 　中間階

タ　ン　ク　以　外　の　機　器

 　上層階 　　　2.0

　　 (2.0)

・　　2.0

　一　般　の　施　設

　一般機器

Ⅵ．自　動　制　御　設　備　工　事

　特　定　の　施　設

屋上及び塔屋

　重要機器

　(　　　　　　　　)

1.1配　管　配　線

　重要機器は、下記による。

1.2

　　そ　の　他

　(　　)内の数値は防振支持の機器の場合を示す。

・　 ・　

　　　　第3編2.2.11)

　(公共改修仕様書

　　　　第3編2.2.8)

　(公共改修仕様書

　(　　　　　　　　)

・　

　・撤去・清掃

　　　1.5

・フレキシブルダクト(断熱材付)

 の

・亜鉛鉄板製

・グラスウール製円形ダクト そ

ｽﾊﾟ

 ク

2.4ダクトの再利用

ｲﾗﾙ

　　　1.5

3)ダクトの付属品は、下記による。

ﾀﾞｸﾄ

・フレキシブルダクト

・ステンレス鋼板製

・グラスウール製

2.3ダクト及び

・ステンレス鋼板製(SUS B)

 ト

　 ダクト付属品

　(公共改修仕様書

使　用　箇　所

1)ダクト及びチャンバーの表示寸法は、外形寸法を示す。

 他

 ダ

2)ダクトの材質及び使用場所は下記によるものとし、下記以外は標準

・ステンレス鋼板製(SUS A)

　(公共改修仕様書

・塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼板製(両面)

　　 (1.0)

　　　0.6

　　　1.0 　　　1.0

　　 (2.0)

　　 (1.5) 　　 (1.5)

　　 (2.0) 　　 (1.5)

・　

　　第3編第1章第2節)

　　　1.0

・　

・　

・　・　
　　 (1.5)

 　地下階 　　 (1.0)

　　　1.5

・　

　　　　第3編2.2.9)

　　　1.0
・　
　　　0.6

　　 (1.0)
・　

　設置場所

　１階及び

１．機　　　　材

　　　　　　・その他(図面に特記)

　親メーター(・貸与品　　・買取り)

　子メーター(・貸与品　　・買取り)

　圧　力

・青銅弁

2.3弁　　　類

　　弁　　種　　類

量水器桝　　・標準図による　　・水道事業者指定品

2.2量　水　器 量水器の区分は下記による。

　(公共改修仕様書

　　第2編第3章第1節)

・ステンレス鋼弁

　　　　　　　　・スプリンクラー　　　・二酸化炭素消火設備

　給湯設備　　　・局所式　　・中央式(給湯温度　　℃)

Ⅶ．給　排　水　衛　生　設　備　工　事

給排水工事の種類は、下記による。

　　　　　　　　・その他(　　)

　　　　　　　　・連結送水管設備　　　・その他(　　)

　排水放流先　　・屋内合併処理施設　　・公共下水道

　屋外排水設備　・汚水、雑排水　　　　・実験排水　　・雨水

　用　　途  施　工　場　所

　消火設備　　　・屋内消火栓(１号)　　・屋外消火栓

３．施　　　　工

　　　　　　　　・その他(　　)

１．一　般　事　項

　一般機器

２．施　　　　工

備

　機器を固定する場合の設計用水平震度は下記による。

　鋼管(　　　　)

　重要機器

　(　　　　　　　　)

・塩ビライニング

　屋内排水設備　・雑排水　　・汚水　　・実験排水

　　　　　　　　・その他(　　)

・ポリ粉体鋼管

給

　(　　　　　)

 継　手　種　別

２．機　　材

・ポリ粉体鋼管

・管端防食ねじ込み形弁

　　　　　　　　・その他(　　)

　給水装置の構造及び材質の基準に関する省令(平成22年２月17日厚

・塩ビライニング

　・図示による　　・下記による

　　施　　工　　場　　所

　計器類

　・図示による　　・下記による

2.4給　水　装　置

設

一般配管

生労働省令第18号)における基準適合部品を用いること。

 配　管　種　別

・　

地中埋設配管

・　

　(　　　　　)水

2.1　配管材料等

　鋼管(　　　　)

　(　　　　　)

・硬質ポリ塩化ビニル管(ＶＵ)

　給水設備　　　・市水　　　・井水　　・再利用水

・圧力配管用炭素鋼

　　℃～　　℃

備　　　　考

　(白)

冷温水管 ・配管用炭素鋼鋼管

　・図示による　　・下記による

７．関　連　工　事

7.3コンクリート工事

1)埋め戻し土は下記による。　　2)不用土の処分は下記による。

　　　　第2編3.2.1)

　(公共改修仕様書

　(公共改修仕様書

　　　　第2編3.2.2)

名

・配管用炭素鋼鋼管

鉄製管継手

・圧力配管用炭素鋼

冬　　　期

57.6％

ねじ込み式可鍛鋳

　鋼管(Sch40)

　用　　途

2.1配管材料等

溶接接合

2.2弁　　　　類

フランジ接合

呼び径50以下は

　搬入土は、山砂とする。

５．インサート

6.1配　管　配　線

土工事は下記による。

　・根切り土　　　　　　　　　　・構内指示の場所に敷き均し

　　第2編第7章第2節)

　　第2編第7章第1節)

　(公共改修仕様書

　　及びアンカー

6.2施　　　　　工

仕　　　上　　　げ

６．電　気　工　事

　・搬入土　　　　　　　　　　　・構外に搬出し適切処分

４．はつり・穴開け

　・根切り土及び搬入土　　　　　・構内指示の場所に積み上げ

・コンクリートこて仕上げ

備　　　　　考

　(公共改修仕様書

　(公共改修仕様書

7.1土　　工　　事

3.2塗装工事 防錆工事

　　第2編第7章第3節)

　　　　第2編第5章)

　(公共改修仕様書

　(公共改修仕様書

　　　　第2編第4章)

し、下記以外のものは標準仕様書による。

7.2地　業　工　事

　塗装箇所は下記による。塗装仕様及び防錆仕様は下記によるものと

ねじ接合

るように適切にとる。

溶接接合

　・図示による　　・下記による

み式可鍛鋳鉄製管

外気条件及び室名

　用　途

圧力配管用ねじ込

み式可鍛鋳鉄製管

継手

・硬質塩化ビニル管

　鋼管(Sch40)

等

　高温水管の勾配は1/150～1/250で水抜き及び空気抜きが容易にでき

　をエポキシ又は、塩ビコーティングを施したものとする。

・塩化ビニルライニング鋼板製(両面)に接続するダンパー類は、内面

又は系統名

・ベンドキャップは、アルミ製丸形フード(ガラリ型)とし水切り付し

　クトとする。

・ドラフトチャンバー系統を除く天井内の丸ダクトはフレキシブルダ

　とする。

2)冷温水、蒸気等の設計供給条件は下記による。

　鋼管(Sch40)

冷却配管

圧力配管用ねじ込

設　計　温　湿　度　条　件

 外　気　条　件

室

　鋼管(Sch40)

空調用排水管

・ステンレス鋼管

・配管用ステンレス

　鋼管(溶接管)

・配管用炭素鋼鋼管

・結露防止層付

蒸気管

相対湿度

49.6％

２．機　　　材

夏　　　期

　鋼管(Sch40)

相対湿度乾球温度

　(黒) 鉄製管継手

・圧力配管用炭素鋼

　(黒)

　鋼管(STPG370)

鉄製管継手

・配管用炭素鋼鋼管

呼び径65以上は

　レス鋼管

　硬質塩化ビニル管

　(黒)

・圧力配管用炭素鋼

ねじ込み式可鍛鋳

ねじ込み式可鍛鋳

種　　　　　　別

　鋼管(STPG370)

　・埋設表示テープ(・標準図による　)

2.4埋　設　配　管

２．配　管　工　事

　　　　第2編2.5.1) 　・地中埋設標　　(・標準図による(鉄製)　・　　　　　)

　・一般敷地(300mm以上)

保　温　仕　様

　(公共改修仕様書

　・水量調整

露出

　もよい。

・口径38.10mm以下の冷媒管は、冷媒用被覆断熱銅管を用いる場合は、

　・騒音の測定

2.1

ﾋﾟｯﾄ

下記の項目について総合調整を行い測定表を提出する。

　保温仕様は下記によるものとし、下記以外のものは標準仕様書によ

床下

る。

　　　　第2編1.3.2)

１．総　合　調　整

地中埋設配管の深さは、下記による。

　　　　第2編2.2.13)

施　工　箇　所

３．保　温・塗　装・　

屋内

　・風量調整

PS内

　保温材厚さは液管で10mm、ガス管で20mmとする。ただし、液管に使

　 留意事項

屋外

 方

2.2施　　　　　　工

　・室内気流及びじんあいの測定

　・室内外空気の温湿度の測定

2.3再生を行う場合の

材　　　　　　質

・普通鋼板製

・硬質塩化ビニル管

・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼板製(両面)

 形

 長

仕様書による。

　温を行う。チャッキダンパーがないものは外壁より１ｍ内側の範囲

　う。

・外気取り入れダクトには保温を行う。

・全熱交換器の一次側ダクトには、給気側全て・排気側は外壁より

　１ｍ内側の範囲について保温を行う。

・排風機のダクトは凍結防止のため外壁からチャッキダンパーまで保

・給水管のピット内及び共同構内は保温を施さない。

　用する口径9.52mm以下の配管については、保温材厚さを8mmとして

　(　　　　　　　　)

　(　　　　　　　　)

　・車両道路(600mm以上)

　まで保温を行う。

・通気配管は、結露防止のため外壁より１ｍ内側の範囲まで保温を行

　(公共改修仕様書

露出

　　℃～　　℃

 設計供給条件

 継　手　種　別 施工場所、備考

種　別

還管

・一般配管用ステン

　(白) 鉄製管継手

蒸　気

往管

高温水管

・圧力配管用炭素鋼

系　統　名　等

　　第2編第7章第5節)

・配管用炭素鋼鋼管

　(公共改修仕様書

7.5鋼　材　工　事

・圧力配管用炭素鋼

7.4左　官　工　事

施　工　場　所

　　℃～　　℃

機械基礎等のコンクリート面の仕上げは下記による。

　　℃～　　℃

　　第2編第7章第4節)

　(公共改修仕様書

・圧力配管用炭素鋼

・モルタル塗り

ねじ込み式可鍛鋳

2.5埋　設　深　さ

高温水

　(公共改修仕様書

　配　管　種　別

乾球温度

天井

　　　　　MPa

図示の地中の埋設配管には、下記の表示を行う。

　　防　錆　工　事

冷　水

Ⅳ．共　　通　　工　　事

　　℃～　　℃

　　℃～　　℃

3.1保　温　工　事

ねじ込み式可鍛鋳

継手

1.7℃

鉄製管継手

備　　考

1)外気及び室内又は系統の設計温湿度条件は下記による。

温　水

１．一　般　事　項

　　　　　MPa

Ⅴ．空　気　調　和　設　備　工　事

　　　　　MPa

　　　　第2編2.5.2)

　(公共改修仕様書

34.5℃

日付

図面番号

通し番号

平成２５年９月

特－０２

Ｎｏ．　０３

縮　尺

-

設計業務名

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専学生支援センター改修設備設計業務

鈴鹿工業高専学生支援センター改修機械設備工事

特記仕様書（２）

神奈川県横浜市西区平沼1-39-3

　　　　　　　三石ﾖｺﾊﾏﾋﾞﾙ6階

製図監修

鈴鹿工業高等専門学校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 係　　員

一級建築士事務所　神奈川県知事登録 第15318号

シャフト外

監視カメラ

点検用タラップ

シャフト外

非常放送用スピーカ

シャフト内

同上用配線

〃

ピット内

同上用配線

シャフト内〃

シャフト内

コンセント設置 ピット内、機械室内

シャフト外

〃

インタホン配線

事 事 事

備　　　　考
械

工

気築

Ｖ
工 工

Ｅ
機電建

工事区分　　

　　摘　　　　　　要　　名　　　　　　称

　　項　　目

　○

　○

　○

　・機械設備工事特記仕様書（改修工事）該当事項による。　○

　・機械設備工事特記仕様書（改修工事）該当事項による。　○

　○

○

　○

 　○

各室 成行 成行22.0℃26.0℃

 　○

同種継手

同種継手

○

○

○

○

○

○

○

○

○

・ポリエチレン管

　(ＰＦＰ)

○ JIS 5K 図示による

○

同種プレス管継手

○

　○

屋内配管

屋外配管

○

○

○

学生支援センター

○

○

換気扇共

一次側

テレビアンテナ

ユニットバス本体 据付共

ALCパネルの穴あけ、補修

スリーブ入れ

区画貫通処理

PC版の穴あけ

プレハブ型

防火区画貫通部補修

取付共

同上配線配管、接続

コンクリート製

ステンレス鋼板製

モルタル充てん等

プレハブ型恒温恒湿室

同上補修

グリストラップ及びガソリントラップ

機器・配管取付後の壁、床等の補修

室内テレビ用吊金物

モルタル充てん

現場製作

〃

無響室等

電動シャッター、自動扉の配管配線 二次側。操作盤、押しボタン取付共

ダクト等の貫通部

一次側接続まで。ＳＷの取付配線同上用配線

同上用配管

冷蔵、冷凍、恒温恒湿、

シールド、防音、無響室等

現場製作

接続まで

法枠、モルタル吹付け

芝生、種子吹付け

コンクリート擁壁

本体から制御盤まで〃

昇降路内中間ビーム設置

〃

洗濯機パン

停電用、火災用等

一次側配線

各種信号用制御線

昇降機換気扇取付

昇降機用監視盤

昇降機用シャフト

アルミパネルの穴あけ、補修

制御盤一次側

敷居取付用持出し共

ピット内防水

三方枠周囲の壁仕上

動力、照明用電源、接地引込み

各階出入口用開口

本体・金具・二次側配線電気錠

植栽

天井フック、床シンダーコンクリート、

防塵塗料、搬入用等開口、換気ｶﾞﾗﾘ共

三方枠、同取付後の壁補修まで昇降機設備本体

○

○

○

　○ 　○

○

○

○

○

○

・ステンレス鋼管

○

○

○

屋内埋設

屋外埋設



　配　管　種　別

　・図示による　　・下記による

施　工　場　所　　　弁　　　種　　　類

継　手　種　別

　鋼管(Sch40)

施　工　場　所

一般配管

給

5.1　配管材料等

火

設 ・　

備

４．機　　　材

5.2

4.1　配管材料等

設

・銅管

　・図示による　　・下記による

備

消

湯

　用　　途

・ステンレス鋼管

　用　　途

　　圧　力

施　工　場　所

・圧力配管用炭素鋼

　・図示による　　・下記による

継　手　種　別

・配管用炭素鋼鋼管

　配　管　種　別

５．材　　料

・　

4.2　弁　　類

・青銅弁

・ステンレス鋼弁

一般配管

4.3

・　

　　 (1.5)

　１階及び

・　

　重要機器 　一般機器

・　

 　上層階

　機器を固定する場合の設計用水平震度は下記による。

屋上及び塔屋

　　　2.0

　　 (2.0)

　一　般　の　施　設

タ　ン　ク　以　外　の　機　器

　特　定　の　施　設

 　中間階

　　 (2.0)

・　　2.0

　　　1.0

　一　般　の　施　設

　　 (2.0)

　　　1.5

　　 (1.0)

　　 (1.5)
・　・　

　　　0.6

　　　1.5

　　 (1.0)

　　 (1.0)

　　 (1.5)

　　　1.0

・　・　
　　 (1.0) 　地下階

　　　1.5

・　
　　　1.0

・　　1.0

　特　定　の　施　設

・　　0.6
 　地下階

　　　0.6

 　上層階
・　　1.5・　　1.5

・　　1.5

タ　　　　ン　　　　ク

　一般機器

６．施　　　　工

　重要機器

・　　1.0

　設置場所

　１階及び

　　　0.4

　一般機器

　　 (0.6)

　一般機器

・　

　重要機器

　　　0.6

　　 (1.5)

屋上及び塔屋

・　

・　

・　　1.0

 　中間階

・　　1.5

　　　1.0

・　　1.0

　(　　)内の数値は防振支持の機器の場合を示す。

　設置場所

　重要機器は、下記による。

　重要機器

・　 ・　

・　　1.0

　(　　　　　　　　)

・　　0.6

　　用　　途

継手

　(　　　　　　　　)

・　

　(　　　　　　　　)

2.3

・　

2.2ガスメーター

・　

施　工　場　所

　親メーター(・貸与品　　・買取り)

３．施　　　　工

　・図示による　　・下記による

　　　　種　　　　　別

ガスメーターの区分は下記による。

　子メーター(・貸与品　　・買取り)

・ねじ込み式鍛鋳鉄製管継手

　　　　種　　　　　別

一般配管継手

施　工　場　所

Ⅷ．ガ　ス　設　備　工　事

　　 配管付属品

・配管用炭素鋼鋼管(白)

・ポリエチレン被覆鋼管

・　

・ガス用ポリエチレン管

　・図示による　　・下記による

配管材料

　　　　第6編第2章)

　(公共改修仕様書

2.1　配管及び

　・液化石油ガス　　　　　　　　　MJ/kg

２．機　　　　材

　・都市ガス　　　　　　　　　　　MJ/Nm3

・ガス用ポリエチレン管継手

・ねじ込式鍛鋳鉄製管継手

・配管用鋼製突合せ溶接式管継手

　　(外面樹脂被覆)

・　

一　般　配　管

・　

ガスの種別は、下記による。１．一　般　事　項

地中埋設管用継手

　　用　　途

地中埋設配管

　・酸素　　・亜酸化窒素(笑気)　　・治療用空気

2)ガスの種別は、下記による。

1)医療ガス設備工事は、下記のことに注意して行う。１．一　般　事　項

　・吸引(・水封式　・油回転式)　　・二酸化炭素

Ⅸ．医　療　ガ　ス　設　備　工　事

２．機　　　　材

　(　　　　　　　　)

３．施　　　　工

　・麻酔ガス排除(排ガス)

　・手術器械駆動用窒素　・圧縮空気(・治療用　・手術機器駆動用)

　(　　　　　　　　)

窒

リ

・　

・　

・　

ウガ

ス

素

ム

ヘ

・　

・　

・　

・　

・　

・　

ス

ガガ

・　

ス

・　

圧縮空気

・　

・　

・　

(空気圧

３．施　　　工

　(　　　　　　　　)

　よる)

縮機に

　施工場所

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　 ・　・　

酸

　・水素ガス　　(・高純度　・一般)　・酸素ガス(一般)

炭 圧

ン

ガスの種類は、下記による。

水

・　

　・窒素ガス　　(・高純度　・一般)

　・アルゴンガス(・高純度　・一般)　・炭酸ガス(一般)

　・ヘリウムガス(・高純度　・一般)

酸

素 ル素

ア

ガ 空

気

縮

ス

ゴ

・　

・　・　

・　

・　

・　　・　

・　

　・　

　・　

　・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　・　

　(　　　　　　　　)

2.1.1配管及び

2.1　機　　　材

　　　　第5編2.4.1)

　　　配管付属品

　(文科仕様書

　・　

　(文科仕様書

・　

2.2

　　種　　別

　　　　第5編2.4.2)

Ⅹ．特　殊　ガ　ス　等　設　備　工　事

　配管材料及び配管付属品は下記によるものとし、下記以外のものは

１．一　般　事　項

標準仕様書による。

　・圧縮空気　　(・高純度　・一般)　・圧縮空気(空気圧縮機)

日付

図面番号

通し番号

平成２５年９月

特－０３

Ｎｏ．　０４

縮　尺

-

設計業務名

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専学生支援センター改修設備設計業務

鈴鹿工業高専学生支援センター改修機械設備工事

特記仕様書（３）・凡例

神奈川県横浜市西区平沼1-39-3

　　　　　　　三石ﾖｺﾊﾏﾋﾞﾙ6階

製図監修

鈴鹿工業高等専門学校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 係　　員

一級建築士事務所　神奈川県知事登録 第15318号

　○

　○

隠蔽・露出部

埋設部

隠蔽・露出部

埋設部

※１：ＪＩＳ　Ｋ　６７４１（硬質塩化ビニル管（ＶＰ））規格品に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの

　　（認定番号：ＰＳ０６０ＦＬ－０２７１）

凡例

雑排水管

逆止弁

埋設弁

仕切弁 ＪＩＳ　５Ｋ，ＪＩＳ　１０Ｋ（特記のある部分）

床上掃除口 ＣＯＡ，ＣＯＢ

床下掃除口 ＣＯ

給水栓

公

量水器

公共桝

汚水雑排水桝

散水栓

給湯管 一般配管用ステンレス鋼管

地中埋設標

地中埋設標

コンクリート製

鉄製

備考材質名称記号

※１

外気ダクト

排気ダクトＥＡ

亜鉛鉄板，スパイラルダクト，フレキシブルダクトＯＡ

冷媒管

亜鉛鉄板，スパイラルダクト，フレキシブルダクト

断熱材被覆銅管

風量調節ダンパー

防火ダンパー

鋼板製

鋼板製

ＶＤ

ＦＤ

ＪＩＳ　Ｇ　３４４８

混合栓 シングルレバー混合水栓

フレキシブル継手 ステンレス製

排水管（土中埋設） 排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＦ－ＶＰ） ＡＳ　５８

告示１３６９号適合品

消火用は消防（予第１９９号）認定品とする

ベントキャップ 床置全熱交換器用：耐外風形ウェザーカバー

Ｒ

ＪＩＳ　５Ｋ

ＶＰ：ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

Ｍ

Ｄ ドレン管

屋内：結露防止層付硬質塩化ビニル管

屋外：硬質塩化ビニル管（ＶＰ管） ＪＩＳ　Ｇ　６７４１

給気ダクト

還気ダクトＲＡ

亜鉛鉄板，スパイラルダクト，フレキシブルダクトＳＡ

亜鉛鉄板，スパイラルダクト，フレキシブルダクト

圧縮プレス又は拡管式

　配　管　種　別

屋内汚水配管

３．機　　　材

継　手　種　別　用　　途 施　工　場　所

3.1　配管材料等 　・図示による　　・下記による

設

備

排

水

・配管用炭素鋼鋼管

・硬質ポリ塩化ビニ

・遠心力鉄筋コンク

・リサイクル硬質ポ

屋外排水管

　硬質ポリ塩化ビニ

　リ塩化ビニル三層

　ル管

3.3

3.2　排　水　桝 排水桝は、下記による。

　・標準図による(・ＣＶ形　　・ＳＡ形　　・ＳＢ形　　・　　形)

　・その他(図面に特記)

・排水用硬質

　塩化ビニル管（VP）

通気管

・耐火二層管

　(白)

屋内一般

雑排水管

・排水用リサイクル

　管

　ル管

　リート管

一般用排水

○

○

同種継手

同種継手

埋設部、ピット内

○

○

○

○

○

○

○

○

・耐火二層管 同種継手

・排水用硬質

　塩化ビニル管（VP）

○ 同種継手 埋設部、ピット内

　○

　○

通気管

※１

ＶＰ：ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

・配管用炭素鋼鋼管

・排水用硬質

　塩化ビニル管（VP）

・耐火二層管

　(白)

○

○

同種継手

同種継手

埋設部、ピット内

汚水管

上記以外：アルミ製丸形フード（ガラリ型）

○

埋設部､ﾋﾟｯﾄ内 ､屋内露出除く

埋設部､ﾋﾟｯﾄ内 ､屋内露出除く

屋内露出

屋内露出

屋内露出

給水管（屋内一般）

給水管（埋設）

一般配管用ステンレス鋼管 ＪＩＳ　Ｇ　３４４８

(屋内)塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 VD、（屋外）ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

屋内露出：
ピット内：
　　　　　　硬質塩化ビニル管（ＶＰ管）

硬質塩化ビニル管（ＶＰ管）

上記以外：　耐火二層管（ＦＤＰ）











































Ｎ

改修後

改修前

既設　１階平面図（Ｓ＝１／１００）

改修　１階平面図（Ｓ＝１／１００）

ＷＣ

作業室週番室
談話室

静養室

倉庫

寮母室

ＷＣ

寮室

勉強室

寮室寮室寮室 寮室

勉強室 勉強室勉強室勉強室談話室

寮監室

作業所勉強室

寮室 寮室

勉強室

玄関
玄関

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

Ａ

Ｂ

Ｃ

４９，７００

３，５５０ ３，４００ ３，４００ ３，０００ ３，０００ ３，４００ ３，４００ ３，４００ ３，４００ ３，４００ ３，０００ ３，０００ ３，４００ ３，４００ ３，５５０

１
２

，
４

０
０

３
，
５

０
０

７
，

１
０

０
１

，
８

０
０

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

Ａ

Ｂ

Ｃ

４９，７００

３，５５０ ３，４００ ３，４００ ３，０００ ３，０００ ３，４００ ３，４００ ３，４００ ３，４００ ３，４００ ３，０００ ３，０００ ３，４００ ３，４００ ３，５５０

１
２

，
４

０
０

３
，

５
０

０
７
，

１
０

０
１

，
８

０
０

注記）

１．　　　　は新設を示す。

２．　　　　は既設を示す。

３．　　　　は既設配管接続を示す。

４．特記なき配管は床下ピット内配管とする。

ホール

玄関

ホール

自動ド ア

セミ ナー室１ セミ ナー室２

地域交流支援室

センター長室

倉庫

教育プロジェクト 企画推進室

PL

U

U U

U

多目的
便所

EPS

自
販
機

（
コ
ッ
プ
式
）

自
販
機

掃除

男子便所

PS

PS
PS

女子
便所

PL

玄関

外来者用玄関

補強躯体（ 建築工事）補強躯体（ 建築工事）

50周年記念ギャラリ ー

２．特記なき配管は床下ピット内配管とする。

３．撤去後の残置配管端部はプラグ止等の処理を施す。

４．撤去配管に付随する弁類は全て撤去する。

５．配管撤去後の壁穴はモルタル等で穴埋めを行う。

Ｇ Ｍ

５．　　　　は穴明補修を示す。

６．　　　　は床はつり部を示す。

７．　　　　はコンクリート舗装撤去・復旧を示す。

８．　　　　はアスファルト舗装撤去・復旧を示す。

９．　　　　は埋設標（鉄製）を示す。

名　　称 桝　深　さ桝　寸　法

小口径塩ビ桝 ２００φ ＧＬ－６００

桝リスト

１

桝　No

汚水桝

仕　　様

ＳＴ　　１００－２００ 樹脂製

蓋

樹脂製ＧＬ－６４０９０Ｌ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝２

樹脂製ＧＬ－７６０９０Ｌ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝３

樹脂製ＧＬ－７７０９０Ｌ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝４

樹脂製ＧＬ－７９０９０Ｙ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝５

樹脂製ＧＬ－８８０ＳＴ　　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝６

樹脂製ＧＬ－９７０９０Ｙ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝７

樹脂製ＧＬ－１０３０９０Ｌ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝８

樹脂製ＧＬ－１０６０９０Ｌ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝９

樹脂製ＧＬ－１１００９０Ｌ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝１０

樹脂製ＧＬ－１０７０９０Ｙ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝１１

樹脂製ＧＬ－１０３０９０Ｌ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝１２

樹脂製ＧＬ－３５０９０Ｙ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝１４

樹脂製ＧＬ－４２０９０Ｌ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝１５

樹脂製ＧＬ－３５０４５Ｙ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝１６

樹脂製ＧＬ－３７０ＹＷＳ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝１７

樹脂製ＧＬ－４５０９０Ｙ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝１８

樹脂製ＧＬ－４８０９０Ｌ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝１９

樹脂製ＧＬ－３５０９０Ｌ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝２０

樹脂製ＧＬ－３７０９０ＹＷ１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝２１

樹脂製ＧＬ－３９０ＹＷＳ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝２２

樹脂製ＧＬ－４４０９０Ｌ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝２３

樹脂製ＧＬ－５００９０Ｌ　１００－２００２００φ汚水桝 小口径塩ビ桝２４

６．土間の部分は残置とする。

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ＧＧ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ＧＶ２５

量水器（ＢＯＸ共）

ＧＶ５０（Ｂ－１）

以降外構図参照

Ｇ

排水金物（別途）

２０

ＧＶ２０

２０

２０（土間）

４５０x４５０

７５

２０
５０

３２
５０

２０

２０２０２０２０

２０

５０２０

２０

２０

Ｋ１３１Ａ１３

２０

２０

７５
４０

４０

４５０x４５０

６００x６００

４５０x４５０

４５０x４５０

６００x６００

（注記）

１．　　　　は撤去を示す。

別途詳細図参照

別途詳細図参照

日付

図面番号

通し番号

平成２５年９月

Ｍー２２

Ｎｏ．　２５

縮　尺設計業務名

工事名称

図面名称

鈴鹿工業高専学生支援センター改修設備設計業務

鈴鹿工業高専学生支援センター改修機械設備工事

改修後・前　衛生設備１階配管平面図

神奈川県横浜市西区平沼1-39-3

　　　　　　　三石ﾖｺﾊﾏﾋﾞﾙ6階

製図監修

鈴鹿工業高等専門学校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 係　　員

一級建築士事務所　神奈川県知事登録 第15318号

別途詳細図参照

Ｇ

１００,５０,５０,２０,１００ Ｇ

１００,５０,２０,１００,５０

１００,７５,７５,６５ ６５,７５,７５,１００

１
ＷＨＥ

１
ＷＨＥ

１
ＷＨＥ

以降外構図参照

以降外構図参照

以降外構図参照

ＧＶ２０

ＧＶ２０

２０

２０（天井）

６５

２０
ＧＶ２０

ＧＶ２０

７

ＧＶ８０（Ｂ－Ⅱ）

以降外構図参照

以降外構図参照

配管切断後
プラグ止

（土間）

配管切断後
プラグ止ｘ２

（土間）

浄化槽用通気管撤去
（ＶＰ２００，Ｈ＝９０００）

（土間） （土間）

プラグ止ｘ３
配管切断後

別途詳細図参照

（土間）

（土間）

（土間）

（土中）

（土間）

プラグ止
配管切断後

プラグ止
配管切断後

プラグ止
配管切断後

配管切断後
プラグ止

Ｍ

（土間）

プラグ止
配管切断後

下部ピット

１
，

６
０

０

穴明補修 穴明補修
穴明補修 穴明補修 穴明補修

量水器（ＢＯＸ共）

以降外構図参照

Ｍ

ＧＶ８０（Ｂ－Ⅱ）

穴明補修

４０

（屋内露出） （屋内露出）（ＰＳ内）（ＰＳ内）

下部ピット

（土間）

６５ ８０

６５
（土間）

（屋内露出）

２０,６５

（屋内露出）（屋内露出）

７５ ２０ ７５

穴明補修

穴明補修

既設穴利用ｘ５

既設穴利用ｘ５

排水枡５００φｘ８１５Ｈ

排水枡５００φｘ５４０Ｈ 排水枡５００φｘ５４５Ｈ

既設桝へ接続
インバート改修

既設桝へ接続
インバート改修

１２
１１

１０９

８６５４

３２

１

１４

１５

１８

１９

１６ １７ ２０ ２１ ２２

２３

２４

既設桝へ接続　インバート改修

下部ピット

下部ピット

下部ピット下部ピット

土間

A1:1/100
A3:1/200

１００（埋設）

１００（埋設） １００（埋設）

１００（埋設）

１００（埋設）

１５０（埋設）

１００（埋設）

５０（埋設）

１００（埋設）

１００（埋設）

１００（埋設）

１００（埋設）












